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甘藷の開花促進に関する研究

第１報アサガオ，ヒルガオおよびヨルガオが，

接穂の生育並びに開花促進に及ぼす影響

砂）Ⅱ浩一

（琉球農業試験場）

オを台木とした試験区をつくり，各試験区とも直径30clII

の鉢を各々50個ずつ準備した．床士は，士７と砂３に対

し同量の腐熟堆肥をよく混合し，消毒（ＤＤをユ鉢当た

り３ｃｃ）は床士を鉢の９分ずつつめた後行なった．

２）台木および接穂の養成

キダテアサガオの種子は，硫酸で20分処理し，よく水

洗した後播種床を作って播種した．ヨルガオの種子は種

皮に傷をつけ，ユ夜浸水した後アサガオ同様播種した．

発芽後充分に子葉が展開したものを，ユ鉢当たり２本移

植して台木の養成につとめた．グンバイヒルガオは，海

辺から発根した苗を採集し，ユ鉢当たりユ本を植え活着

l週間後地際より切断し，これより萠芽した若い茎を養

成した．接穂は藷iYT床を作って直立した苗を養成した．

３）接木およびその後の管理

キダチアサガオおよびヨルガオは本葉が７～８枚開い

たものを第一節より切断し，子葉に直角に約2.5～3.0”

割り下げ，接穂は本葉５～６枚をつけて，ユ964年６月２８

日～30日に割接を行なった．接木後接着部をパラフィン

（MP54～56°Ｃ）で閉じて切断部よりの水分の発散また

は雨水の浸入を防止した．グンバイヒルガオは地際より

lO～ﾕ5”の所より切断し，キダチアサガオおよびヨルガ

オ同様割接を行なった．

接木後は支柱を立て誘引し，蔓の伸長に伴って行燈仕

立にした．３～４週間目頃に甘藷配合肥料をl本当たり

５９内外を追肥し，日中の乾燥を防止するため，鉢の底

部を軽く穫土し，漉水は朝夕ユ回ずつ行なった．なお接

木した日から10日目に活着調査を行ない，その後10日お

きに生育調査および開花調査を行なった．

３．実験結果並びに考察

１）台木の種類による接穂の生育

１．はじめに

甘藷の開花は，その年の気象条件や植え付けの時期，

場所等の環境条件によって早晩があり，また品種によっ

てもかなり差があるが，早い品種は９月中旬から，おそ

い品種でもn月中旬には咲き始めるのが普通である．

廿藷の開花性については，野田6)，平間8)が台湾の自

然圃場において，約６～ﾕ3％が全く開花しなかった事，

井浦1)は沖縄の自然圃場において，約９～ﾕ5％が全く開

花しなかったことを報告している．

開花数についても，平間3)は供試品種の約33.1％が開

花極少であり，井浦')は42.3％が開花極少で交配母本と

して利用する事が困難であると報告している．

以来各国の甘藷育種機関においては，甘藷の開花促進

に関する研究が重要課題として取り上げられて各地で接

木および重複法による開花促進に関する研究が進められ

て来た.現在藤瀬２)，MillJ・Ｃ５)はヨルガオおよびアサ

ガオを台木として,王等9)は開花性の品種（米国黄皮）

を台木として接木を行なっている．しかしアサガオおよ

びヨルガオ台においては接木不親和性や，ネマトーダの

抵抗性の面で問題があり，甘藷台においても開花時期や

開花数の面で問題が残されている．

筆者はLga年以降甘藷育種において父本として利用す

るために，自然状態では開花しにくい品種を毎年１０品種

内外接木によって開花させて来たが，その中には従来の

報告と一致しない点や，他の新しい実験結果も得たの

で，その概要を報告する．

２．実験材料および方法

１）試験区

キダチアサガオおよびヨルガオは，九州農業試験場指

宿試験地で累年栽培されたものから，1963年導入し，グ

ンバイヒルガオは，本島海辺から収集したものを用い

た．キダチアサガオ，ヨルガオおよびグンバイヒルガ (ｲ）活着率
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接木後10日目に活着率の調査を行なった．その結果は第１表のとおりである．
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備考．接木l964年６月28～30日調査1964年７月９日

のは見られなかった．グンバイヒルガオでは60°Ｃ以上

になると高温障害がみられ，５５～56°Ｃが最適と思われ

る．

（ﾛ）生育結果

供試品種についてﾕ0日毎に茎長，生業数を調査した

が，その結果は第１図，第２図のとおりである．

茎長ではグンバイヒルガオ台が最も長く，ついでヨル

ガオ台．アキガオ台の||頂であった．接穂別に見るとグン

バイヒルガオ台では，比謝川エ号，松田，七福が最も長

く，台農57号，Nancy-hall，ナカムラサキが最も短かっ

た．ヨルガオ台では比謝川1号，アリアケ，沖縄100号

が最も長く，台農57号，Nancy-hall，59-32等は最も短

かった．アサガオ台でも大体同じ傾向が見られた．

生業数においても茎長と同じ傾向が見られた．

台木の種類による接穂の伸長状況は，開花やその他の

管理作業と密接な関係を有するもので短過ぎると個体当

たりの開花数を制限し，長過ぎろと管理作業の面で余分

の労力を要するものであるが，本実験ではグンパイヒル

ガオ台とアサガオ台の間に少々の差があるだけで，その

他は大差はなかった．接木の際アサガオは胚軸が細くか

つ短いため，接木操作がやや面倒であったが，ヨルガオ

台では胚軸も太くかつ長いため接木は便利であった．グ

一般に接木では，その後の温度，湿度および光線の量

等の条件が活着率およびその後の生育を大きく左右す

るものとされている．すなわち，接木後の温度は25～

28°Ｃ，湿度は70～80％が最もよく，光は，接木後２～

３日は朝夕弱い光をユ日に30～40分間あて人その後５～

７日はヨシズを開閉して漸次光の量を増し，８～10日で

平`常の光の下で，一般的管理に移すことが最も望ましい

とされている４．甘藷の接木においても，密閉して一定

湿度に保たれたガラス室で行なわれているため圏，接木

操作やその後の管理に多くの労力を費やしている．

本実験では，これらの不都合を省くため，接木後直ち

にパラフィン（MP54～56°Ｃ）で接着部を閉じ，その後

は屋外で平常通りの管理に移したが，活着率は，アサガ

オおよびヨルガオの両台木とも100％に近い成績を示

し，グンバイヒルガオ台はや上低かった．なおアサガオ

およびヨルガオを台木として接木後パラフィンで閉じる

ことなく放任した区は36～40％の活着率であった．この

ようにして接木の接着部をパラフィンで閉じることによ

り，接木操作およびその後の管理を便ならしめる他，活

着率を上げることが出来たが，パラフィンの温度がたか

過ぎたためか（65～68°Ｃ）グンバイヒルガオでは高温

障害がみられアサガオおよびヨルガオではそのような６
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第２図台木の種類と生葉数の関係

1２

第ユ図台木の種類と茎長の関係
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接木後の日数

ンバイヒノンガオ台では萠芽した太い茎を使用するため，

台木の長さも自由に調節出来るし，l度失敗しても接ぎ

直しが容易である事が認められた．

２）台木の種類と接穂の親和性

接木後１０日毎に生育調査を兼ねて，哀弱個体数を調査

したが，その結果は第２表のとおりである．
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第２表接木経過日数と裏弱個体数

一達杢奪FD日数
項目～～＿

生育本数

枯死叉は表
弱個体数

枯死率％

１１
ﾕ０１２０３０４０１５ｄ６０１７０１８０１１ＯＯＩ１２０

|台木

９５本｜
本｜

`i多’
94本’

1二
1..051

本’
９４１
本

５％’
５．０５

9７ ｇ４

ｌ

１．０３

皿
０
０

Ⅱ‐い‐仰一ｍ０１０

Ｂｌｌ

ｇｌ

９．２８１

拠
所
奴
山
｜
虹
１
０
０

７
．

fil
m2１

431
201

20.31

３１

１２

１２．４

キダテ

アサガオ

生育本数

枯死又は哀
弱個体数

枯死率％

9５ ９３

ユ

ユ.ＯＳ

９２

１．

１．０５

９エ

ユ

１．０５

８９

２

２．１０

8９ ８８

ユ

１．０５

グンバイ

ヒノンガオ

０
０

生育本数

枯死又は衰
弱個体数

枯死率％

99

別
０
０

9４ ９３

ユ

ユ.０１

８７

６

６．０６

8４ ８２

２

２．０２

７１

ﾕﾕ

ｴ0.1

５６’

1．’
15.3；

ヨノンガオ

０
０

３

３．０３

本実験結果迄よると，接木後40日目までは台木の種類

による接穂の哀弱または枯死個体数には大差なかった

が，５０日目頃からはその差が顕著であった．更に交配最

醗期である11月下旬における接穂別生存数の調査結果を

示すと第３表のとおりである．
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第３表台木の種類と接穂の哀弱個体数
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には大きな差が見られなかった．

２．台木の種類と，接穂の哀弱度は，アサガオ台が鼓

も大きく，ヨルガオ台がこれに次ぎ,グンバイヒルガオ

台では全く見られなかった．

３．接穂の開花促進効果はグンバイヒルガオが最も大

きく，キダチアサガオとヨルガオの間には大差は見られ

なかった．
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その他の品種は台木による差は見られななった．開花

数においてはグンバイヒルガオ台が他の台木に比べて多

く開花し，開花促進の効果が最も優れていることが認め

られた．

藤瀬等玩は，開花の時期においてアサガオ合はヨルガ

オ台に対して15～60日，グンバイヒルガオ合に対して１０

～70日程早く開花した事を認め，開花数においても，ア

サガオおよびヨルガオ台に比べて，グンバイヒルガオ合

が最も少なかった事を認め，本実験と逆の結果を示して

いるが，このような結果の差は，その地の気象条件や救

培条件の兼異によるものと考えられる．すなわち，グン

バイヒルガオは野生植物であり，しかも海岸近くの他の

作物が生存出来ないような所においてもなお充分繁殖出

来るだけの耐旱性と養分吸収能力の旺櫨な植物である

が，キダチアサガオのように鑑賞用として高度に改良さ

れた植物と同一条件に栽培ざれﾌﾟこため，過度の栄養蕊ｲｸﾞ１１１１

を来たし，開花時期がおくれ，開花数も少なくなっﾅこ事

が考えられる．

本実験では台風時の保護以外は戸外で養成し，過度の

茎葉の繁茂を防ぐため追肥は1回だけ行なった．さらに

鉢の大きさからして30cjll鉢に２本仕立は，無理のようで

あり，この面からも茎葉の伸長がある程度おさえられ

た．これら多くの要因が作用してグンバイヒルガオ合で

の開花促進の効果が現れたものと思われる．

４．摘要

木実験は甘藷の人為的開花促進法としての接木法にお

いて，台木植物の種類と接穂の親和性および開花促進効

果について検討したものであるが，その結果を要約する

と次のとおりである．

Ｌキダチアサガオ，グンバイヒルガオおよびヨルガ

オをそれぞれ台木として，廿藷沖縄１００号他９品種につ

いて接木を行なったが，台木の種類によって接穂の生育


